
○　本校の概要 令和7年7月31日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
２６．１＋５６．５＝８２．６％

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
２１．７＋７８．３＝１００％
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③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。
１３＋７３．９＝８６．９％

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。
３０．４＋６９．６＝１００％

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。
２１．７＋７３．９＝９５．６％

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。
３６．８＋５７．９＝９４．７％

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。
２１．７＋５６．５＝７８．２％

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

Ａ 8

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。
２６．１＋７３．９＝１００％

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。
３０．４＋６５．２＝９５．６％
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＜これまでの取組＞
①道徳教育推進教師が、実際に授業
を公開して、積極的に教員の指導力
向上に務めた。一部の学年で交換授
業を実践できた。
②算数科では、習熟度別の授業を通
して個に応じた学習を展開している。
③体育主任や指導教諭が積極的に
授業公開し、場の工夫や授業展開の
工夫等について自らが研修で得た知
識や技能を広めており、学んだ教師
がすぐに自分のクラスで実践をするこ
とができた。
④保幼小の連携協議会や小中一貫
教育の会等を通して、情報交換をした
り、授業を見合ったりして円滑な接続
を目指してきた。

＜今後の改善策＞
①道徳の交換授業を活発化していく。
②これまで同様、レディネステストや
児童同士、教師と児童の人間関係を
もとに、クラス編成を行い、習熟度学
習が効果的に行えるようにする。
③体育指導補助員を活用したり、有
効な学習カードを共有したりして学習
効果を高める。
④実態の情報交換だけでなく、有効な
対応策や入学までにつけてほしい力
等も伝え合いうことでよりスムーズな
接続ができるようにする。
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取組
評価
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③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。
３４．８＋５６．５＝９１．３％

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。
２６．１＋５２．２＝７８．３％

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。
４７．８＋４７．８＝９５．６％

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。
３４．８＋６５．２＝１００％

④教員自身が校内ＯＪＴや研修を通し、自
らの教師力を向上させようとする取組を
行っている。
１７．４＋８２．６＝１００％

4

目標に対する成果指標 成果
評価

＜これまでの取組＞
①様々な学習で自らの気付きや疑問
を元に課題を設定し、課題解決のた
めの情報を集め、整理・分析・まとめ・
表現する活動に取り組んできた。
②どの教科でも振り返りの時間を大
切にし、ワークシート等で実践してき
た。また、グループで話し合い、考え
を共有したり、比較したりして深める
活動は適宜行ってきた。
③授業の中でデジタル教科書やオク
リンクプラス等を積極的に活用し、情
報活用能力の育成を図ってきた。

＜今後の改善策＞
①既習事項や生活経験をもとに新た
な課題の解決方法を探ったり、自分
の考えを具現化するための手順や方
法を考えたりすることにも力を入れて
いく。
②これまでの取組を今後も継続して
いく。有効なワークシートを共有してい
く。
③新しいアプリケーションの活用事例
等をICTサポーターを有効に活用し、
積極的に研修していく。

＜これまでの取組＞
①各担任は、外国語教育指導員との打ち
合わせを適宜行い授業の展開や役割分担
等を事前に行ってから授業に臨んでいる。
そのため、児童の実態に合った授業を展開
することができている。
授業以外のALTの活用の実践をすることが
できた。（昼の放送をALTがDJをして、一言
英会話レッスンするなど）
②総合的な学習の時間や社会科、５・６年
生においてはおおたの未来づくり等の学習
では、我が国や大田区の伝統や文化につ
いて調査・体験を通して理解を深めてきた。
③SDGsの一環として、給食の地産地消や
食品ロス、配付物のペーパーレス等に取り
組んでいる。５年生では、総合的な学習の
時間で実践できた。

＜今後の改善策＞
①昼の放送以外の外国語教育指導員の活
用の実践を通して外国語に触れる機会を
更に増やす。
②道徳や総合的な学習の時間、各教科指
導を通して異文化理解や人権教育の学習
を意図的に組み入れていく。
③SDGｓの考えを一部の委員会活動や単
発の行事に留まらず、継続性や全校への
広がりを考えた取組にしていく。（総合的な
学習の時間・生活科等で学んだことを発信
するなど）

これまでの取組
今後の改善策

3

☆児童アンケート
「友達と協働的学習をすること

（グループ学習などで
学びあうこと）は
楽しいですか。」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

６１．４＋３０．２＝９１．６％

☆保護者アンケート
「お子さんが

自分にはよいところがあると
感じている。」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

２７＋５８＝８５％

・取り組みも評価も適切と思います。引き続きSTEAM教育の推進等によ
り課題解決力や新たな価値の創造力の育成をぜひお願いします。

・学校公開等で授業の振り返りを行う姿や、グループワークで意見を交
わす場面を拝見しました。単に知識を得るだけでなく、自分の言葉で学
びを整理する習慣は思考の言語化や深い理解を促す良い取り組みだと
思います。

・子ども達がグループで考え・発表し、振り返りを行っている姿をすごいと
思いました

・課題を捉えるまでのプロセスはこれまでの取り組みで行われていると
思う。自分事化するための取組を今後取り組めると良いと思う。

・先生方の取り組みについて学校公開時などに確認している。

・振り返りの時間を持つことで学習したことを更に定着させ、自身の疑問
点や理解出来たことを文章にすることは、次につながると思いました。

・昨年度に引き続き、デジタルで授業の振り返りをチェックするという
ルーティーンが児童に身についている様子が見られた。

・ICTを活用している様子は見られました。

・改善策①②についてです。外国語に触れる機会を増やすこと、異文化
理解や人権教育の学習を組み入れることは素晴らしいことだと感じま
す。同時に国語(母国語)力も固めて欲しいと思います。国語(母国語)力
は、あらゆる教科の学びを支える土台だと思います。母国語で深く考え
る力が育ってこそ、自国の伝統や文化への理解が深まり、それが他国
への理解と尊重にも繋がると考えます。 また、言葉を通じて物事を多角
的に捉える力は自己表現力を高めるだけでなく、取り組み内容にもあっ
た「地球規模の課題を自分事として捉え、解決に向けて考え、行動する
力」の原動力にもなるのではないでしょうか。

・英語教育はすすんでいると思う。一方多国籍化しているので先生方も
大変だとおもうが先生自身の英語力向上も期待する

・英語と関わる機会が担保されていることで、興味関心は醸成されると
思う。

・学校運営協議会を通じて状況を把握しており、さらなる深化が必要で
ある。

・給食時間の放送はとても外国語を身近に感じるいい機会だと思いまし
た。もう少し児童を巻き込んでやってもいいのかな、と思います。

・外国語の授業の無い時間帯もALTが児童とコミュニケーションを試みて
いる場面を何度か見かけた。「おおたの未来づくり」では発表や販売会
から貴重な体験授業をしてきたことがわかる。

・5年生の地域との関わりは盛り上がっていました。今後の活動の継続
を期待してます。

・これまでの取組の中で「一部の学年で交換授業が実践できた」との記
載がありますが、この取組が、子どもたちの興味や理解度にどのような
変化があったのか、また、個別目標の「個性と能力の発揮」にどのような
良い影響を与えたのか、成果が知りたいです。

・教科担任制、習熟度別授業を基礎力の向上を図っている。個別目標2
にあったように「単発に留まらず、継続性や広がり」のように、教科単体
でなく広く考えることを子どもたちに教えてあげて欲しい（例、体育の中で
算数とか、国語(表現)とか)

・多面的な学習環境が用意されていると思う。

・一貫性のために情報交換にとどまらず、具体的な施策の実行が望ま
れる。周囲のものとしても協力できることは協力していきたい。

・授業公開や、教員同士の連携や情報交換を積極的に行っていることは
とても良いと思います。

・保幼小の連携をこれからも増やしてもらいたい。

Ａ

令和７年度　大田区立道塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇　通常級　１７学級　　情緒障害特別支援学級　１学級（令和８年度開級予定）　　児童数　４７１人（令和７年６月現在）　　教職員数　４１人
〇目指す学校像「あいさついっぱい、うんどう大好き、できた分かった時のえがお、おもいやりいっぱいの「あいうえおの学校」づくり（全教職員と全児童で取り組む）
〇　区内に先駆け、コミュニティスクールとして、学校運営協議会を中心として、学校運営に協力的な地域と協働した学校教育を実践。
〇　令和４年度からは、大田区教育委員会独自教科新設に向けた研究実践校として「おおたの未来づくり」に向けてのカリキュラム開発に取り組み、パイロット校としてその実践をさらに深めると共に、持続可能な単元開発に力を入れている。
〇　素直で明るい児童が多く、落ち着いた中で主体性を大事にしながら学習や生活に取り組んでいる。
〇　若い教員が多い中、ＯＪＴや相互授業参観等で、自分の指導力を伸ばしていこうという気概のある教員が多く、和気あいあいとした教員集団である。今年度のスローガン　「For　the　ｔｅａｍ　Ｆｏｒ　the　one」

学校関係者記入欄
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１
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創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
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校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
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・ICT活用についてです。基本的にICT教育の充実に賛成ですが、活用
の質については慎重な見極めが必要だと思います。最近では、ICT活用
が先行した国々において、デジタル化による弊害を考慮しアナログ教育
へ回帰する動きがあるのも事実です。ですので、改善策③の「効果を精
選しながら」という方針は、とても重要だと感じます。利便性のデメリット
でもある「思考の省略」を避けるためにも、児童の発達段階を踏まえた
活用を期待します。

・ICTが多様化複雑化していますが、AIの活用など積極的に対応してい
る（が必要）

・OJTの具体的な実施方法が定められている。

・学校公開時に高学年の教科担任制授業を参観し、生徒に寄り添った
進行を確認できている。学校外の工場やお店/施設などとの連携により
地域や社会と連携した学びの場を積極的に作っている。

・哲学を持って子ども達に接して頂きたいと思いました。"どんな先生に
なりたいか”“子供たちのどんな姿を見たら嬉しいか”を常に考えながら
接していける…学校全体がそんな環境になったらステキです。

・ペーパーレスの取り組みは功をそうしていると信じたい。まだまだ先生
方が児童に向き合う時間が確保できていないのがわかる。

・教科担任制のメリットデメリットを把握して、教員の負担を軽減出来るよ
うにお願い致します。

＜これまでの取組＞
①ICT機器を活用し、自分の考えを表
現するスキルを多面化している。ま
た、ICTを活用することでより簡単に自
分以外の考え方を共有することがで
きる。
②高学年では教科担任制で授業を
行っている。また、身近な公共施設や
工場等との連携を図って授業を展開
してきた。
③高学年の教科担任制や時間講師
の活用、ペーパーレス等を通して特に
学級担任の事務的な業務や授業準
備の負担を軽減し、児童に向き合う時
間を確保してきた。
④校内OJTを計画的に行っている。ま
た、教科主任を中心に区教研等で得
た知識や技能、実践例を共有するた
めに積極的に授業公開してきた。

＜今後の改善策＞
①これまでの取り組みを継承すると共
に、より効果的なICTの活用法を研修
していく。
②中学年や低学年でも交換授業や教
科担任制を試験的に実践していく。
③効果を精選しながらデジタルを推進
していく。
④これまでの取り組みを継続してい
く。

4

☆児童アンケート
「授業中 、勉強 が

よく分 かりますか。」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

４４．６＋４６＝９０．６％

☆保護者アンケート
「学校は子供に

分かりやすい授業を
している。」

の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

２９＋６４＝９３％
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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＜これまでの取組＞
①学校運営協議会を定期的に開き、地域と
学校の情報交換やこれまでの連携の振り
返り、今後の連携の在り方等について協議
してきた。地域やPTA行事の実践として盆
踊りや夏のわくわくスクール、スポーツフェ
スタなどがある。学校行事への協力として
は運動会や学芸会などがある。また、授業
への協力として「おおたの未来づくり」や「総
合的な学習の時間」などでの地域施設との
連携やゲストティーチャーなどがある。
②児童誘導員が中心に登下校の見守りを
している。地域からの情報により、近隣の
公園やマンション等を定期的に生活指導部
が見回りをしている。
③体育・健康教育授業地区公開講座（認知
症ボランティア、病気の予防）や道徳授業
地区公開講座、セーフティ教室（保護者向
け情報モラル講座）を計画的に行ってきた。
④日常の出来事をHPで発信してきた。ま
た、学校だよりや学年だよりを紙面配付を
止め、tetoruを利用してデータとして、季節
やその時期に合った行事や学習予定等を
定期的に発信してきた。

＜今後の改善策＞
①様々な地域行事へ教職員も参加しやすく
なるような仕組みを整える。
②通学路の危険個所についてこれからも
注意喚起していくと同時に大田区へも施設
や人的な配備等の要請をしていく。
③もっと多くの保護者に参加してもらえるよ
うに周知の仕方や開催時期等を考慮して
いく。
④データで配信したおたよりについて、アッ
プロードの通知がないと気付かないという
反省の声もあり、通知の方法として保護者
メールを使用していくようにする。

Ｄ 0

Ｃ 0

☆保護者アンケート
「学校は、保護者や地域と

連携しながら
教育活動をすすめ、
開かれた学校とする
努力をしている。」

の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

３５＋５７＝９２％
3

4

3

4

4

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。
６０．９＋３９．１＝１００％

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。
３０．４＋６９．６＝１００％

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。
４３．５＋５６．５＝１００％

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。
２６．１＋６５．２＝９１．３

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。
３４．８＋６５．２＝１００％

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。
２６．１＋６０．９＝８７％

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。
３９．１＋６０．９＝１００％

4

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
３９．１＋６０．９＝１００％
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困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。
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標
６
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④日常の教育活動を学校だより、学級だよ
り、ＨＰ等で進んで発信している。
３９．１＋６０．９＝１００％

＜これまでの取組＞
①担任とスクールサポーターとの打合せを
定期的に行い、地域の特色を生かした学習
ができている。また、保護者ボランティアを
募り、安全面も考慮した学習環境を整えて
きた。
安全点検後の改修・改善をスムーズに行っ
てきた。

②消防署との連携として煙体験や起震車
体験を教育課程に位置づけて取り組んでき
た。

＜今後の改善策＞
①早めの計画立案をしどのようなサポート
を必要としているのかを明確にし、スクール
サポータとのより綿密な打合せを行ってい
く。
②非常時における対応について、他の施設
（放課後こども教室や児童館等）、施設との
連携を密にしておく。

3

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

・担任が授業に込めた意図やねらいを的確に汲み取り、地域資源を効
果的に授業へ落とし込めるようなコーディネートを目指したいと思いま
す。学校と地域の専門性をつなぐ質の高い橋渡しを心掛け、CSを基盤と
した持続可能な支援体制を構築したいと思います。また、学校の進化に
合わせ、私たちも学び、進化し続ける組織でありたいと考えています。
・計画立案時点から学運協・スクサポを入れることで、学校・先生方では
ない視点が取り込めると思う
・児童の安全を向上させる教育、とはどういう事なのかがわからなかっ
た。
・担任の先生とスクールサポータは定期的に相談をしながら計画立案し
進められているが、さらにスクールサポータが厚みをますことにより、学
習環境を整えていくことが必要。
・先生方に計画を早くたてさせてあげて欲しいです。急な大人の仕事が
多すぎて先生が大変そうです。
・スクールサポートが繋ぎ役となって大きな役割を担っているのがわか
る。反面、やはり学校と関係機関との連携は欠かせないのではとも思
う。
・スクサポと学童との連携も必要かと思います。

・引き続き何卒よろしくお願いします。

・学校が地域コミュニティの核となるためには、保護者参加の促進が不
可欠だと考えます。ここでは、公開講座への保護者の参加についての改
善策(③)が記載されていますが、授業支援での保護者の参加率低下も
深刻な課題であり、対策が必要だと感じます。学校公開には多くの保護
者が集まりますが、講座や運営への参画は一部に留まっています。「見
には来るが、協力はしない」という状況が見受けられます。参加が「我が
子の範囲に限定される」という傾向が強く、学校をサービス提供の場だと
捉える保護者も少なくないように感じます。その意識が主体的な参加を
妨げている一因となっているかもしれません。保護者に子どもを共に育
てる当事者としての意識をもってもらうことも課題であると考えます。

・地域との連携はよくできていると思う。家庭教育、保護者の参加は継続
的な課題

・コミュニティの中心として機能していると感じる。

・学校運営協議会では、活発な意見交換ができている。地域の協力者と
して、さらに先生をサポートし、地域に根付いた学習ができるよう努めた
い。

・運営協議会も、もう一歩踏み込んだ議論ができるといいですね。

・これまでの歴史で学校運営協議会も軌道に乗ってはいる反面、停滞感
もある。会議数や時間に限りがある環境で難しいが、フィードバックで修
正、向上に繋げられる余裕があればと思う。今年度の認知症の講習に
は例年より保護者の参加が多かった。関心の差なのか他に理由がある
のかわからないが。

・学校が中心となるイベントの開催。地域行事を周知するだけではなく、
共創していく仕組みが必要。

・学校の情報発信については、これまで以上に何ができるか求めながら
充実した取組ができると良いかなと思います。

・「学校生活は楽しいですか」の質問項目に90％以上の児童が肯定的
回答をしたということは、学校が子どもたちにとって安心できる居場所で
ある証だと思います。先生方がより良い教育環境づくりに尽力されてき
た結果だと思います。

・授業も休み時間も子どもたちの元気な声であふれているいじめがあっ
た場合、即時/短期で対応している、姿勢を見せている

・用意された対策に対して児童がアクセスしやすいようにするための取
組もあると良いと思う。

・担任の先生と巡回指導教員が連携して対応にあたっている。

・子ども達の可能性を信じて、励まして、寄り添ってほしいです。

・前年度の改善策から今年度、目新しい取り組みが講じられたのかわか
らない。ボランティアで授業に入ると児童の様子がわかることが多く、先
生によってはこれを共有できて、ボランティア参加の意味を感じる。

・カウンセラーやソーシャルワーカーとの連携が不明瞭で、判断出来ま
せんでした。

＜これまでの取組＞
①特別支援教室巡回指導教員と担任
とが連携を密にして当該児童に対す
る対応について共有している。
②いじめアンケート後に個別に面談を
するなど、早期発見・早期対応に努め
てきた。
③スクールカウンセラーが「相談室だ
より」を発行し、気軽に安心して相談
できる事業であることを児童や保護者
へ発信している。

＜今後の改善策＞
①特別支援教室巡回指導教員がもつ
配慮の必要な児童に対する知識や技
能、対処法等を本校教職員にも伝え
る機会をもつ。
次年度は、自閉症・情緒障害特別支
援学級が開設されるので、特性をもつ
児童との接し方や周囲の児童への指
導のあり方等、担当教員との連携を
密にしていく。
②いじめ対策委員会をより活性化さ
せ、組織として対応していく。
③これまで通り教職員が児童のサイ
ンを見逃さずスクールカウンセラーに
繋げていく。
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☆児童アンケート
「学校生活は、
楽しいですか」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

５０．２＋４５．３＝９５．５％

☆保護者アンケート
「学校は子供の安全に

留意して施設・設備の整備を
している。」

の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

３３＋５４＝８７％
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